
自動車メーカーなどでプレス部品を電気溶接する溶接ロボットの先端部に用いら

 

れるガンアームと溶接用電極チップを製造。電極チップでは国内シェア３０％。

日本有数の抵抗溶接部材メーカー

同社は、２枚の薄鋼板を上下電極間にさしはさみ、圧力と大電流をかけることによって溶け

 

た薄鋼版の加圧部を、加圧・冷却して接合する溶接方法である抵抗溶接の溶接ガンアームや先

 

端の電極チップを製造。同社の製品は、自動車、鉄道車両、家庭用電機製品など薄板のプレス

 

成形部品の組立に使われており、特に、先端の電極チップでは国内シェア３０％を占めている。

電極の品質は電気溶接の仕上がりを変える

自動車メーカーなどの製造ラインにある溶接ロボットのガンアームと先端にある電極は、プ

 

レス部品を電気溶接するため短時間に大電流と高圧力が繰り返しかかることから、耐久性、低

 

抵抗等の高品質が求められている。また、さまざまな部位の溶接を行えるよう、溶接箇所に応

 

じた複雑な形状のガンアームや特殊な電極が要求され、そのための加工技術が必要である。
特に、電極先端の焼きつきを防ぐため電極は水冷されており、ガンアームから先端の電極

 

チップまで水冷用の穴を開ける加工工程では、アームの形状が複雑で長くなるほど、高度な加

 

工技術と、切削クズの排出技術が必要となるが、同社は、切削クズをうまく加工箇所から排出

 

する技術開発を行い穴加工精度を高めている。

溶接機メーカーに対しても逆提案

これらの技術開発の結果、同社のガンアームと電極チップは、ほとんどの自動車メーカに採

 

用されている。溶接専用機メーカーから設計段階でガンアームの形状に関するアドバイスを求

 

められたり、メーカーの設計図に対し修正の提案が行われ、それがそのまま受け入れられるな

 

ど高い技術評価を受けている。
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ガンアーム

切削クズが刃に食い

 

つかず加工箇所から

 

排出する技術による

 

ガンアーム加工
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